
 

 

  

 

☆自然教室スローガン☆ 「自然とともに 心をひとつ みんなが主役の 3 日間」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 みんなが使いやすいデザイン 夏の夜等 
社会 日本一〇〇な自然条件でくらす人々 

算数 小数のわり算 

理科 台風と気象情報           

音楽 いろいろな音色を感じ取ろう 

図工 糸のこスイスイ 

家庭 ひと針に心をこめて 

体育 水泳  ハンドボール  

道徳 生命の尊さ、自然愛護など 

総合 子どもたちと相談して決めます 

学活 夏休みの過ごし方を考えよう 

外国語 Unit3  

 学校は「自分の殻ごと大きくなる」場所 

 わたしたちはこれまでよく自分が成長するための比喩として「殻をやぶれ」という話 

を聞いてきました。しかし、「殻をやぶる」という表現には、どうしても「今の自分を 

否定して、より新しい自分をつくっていこう」という意味が込められている気がします。 

 子どもたちには、自分の殻をやぶるのではなく、学校や家庭でさまざまな経験を通し 

て、「殻ごと大きくなってほしい」と願っています。 

高学年になって２か月、５年生の子どもたちは、「自分から挑戦しよう」とクラスの 

ために、友だちのために、考えて行動している子がたくさんいます。まさにそういうお

子さんは、自分の殻を殻ごと大きくしようと行動しており、この行動を価値づけ、励ま

すことがお子さんにとっての成長につながるのだと思います。 

 自然教室では、子ども自身の自主的・主体的な行動を尊重しながら取り組んでいきま

すが、ご家庭でも今のお子さんの主体的行動を認め、殻ごと大きくなるような励ましの

声をかけてくださいますようお願いいたします。 

 

 

 先日は自然教室保護者説明会にご参加くださり、また、アンケートの回答もありがとうござい

ました。今、実行委員が中心となって、当日の流れの確認やしおりづくりなど、話し合って動いて

います。 

 本日しおりを配付いたしましたので、お子さんが自分で持ち物を準備できるようにお声がけを

お願いします。また、お忘れ物がないよう保護者の方も準備した持ち物を一緒に確認してくださ

い。子どもたちにとって、自然教室が素敵な思い出となり、人とかかわることのよさを知り、友達

とのきずなが深められるよう、担任一同支援していきます。 
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令和８年６月１９日（金） 

手縫いに挑戦します。裁縫セ

ットの中身はすべてのもの

に記名して 6 月末までにお

持ちくださるようお願いし

ます。 

 


